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1.)  新しいアンプを購入後、修理や持ち運び等、運搬の際に使用することも考え、箱や梱包材は捨てずにしまっておきましょ
う。

2.)  電源ケーブルを接続する前に、パワー管を保護してあるプラスティックカバーは必ず取り外してください。

3.)  AC電源ケーブルは、アースのあるACコンセントに接続してください。

4.)  スピーカーへの接続はシールドケーブルではなく、必ずスピーカーケーブルを使用してください。

5.)  エフェクトループへの接続は、必ずシールドケーブルを使用してください。

6.)  フットスイッチを使用しない、または接続していない場合、フロントパネルのミニトグル・スイッチではチャンネルの選択
が出来ます。

7.)  エフェクトループをループ・イン・ポジションに設定しない場合は、フロントパネルのOUTPUTとSOLOコントロールは使
用しないでください。（つまみを０に絞っておいてください）ループがハード・バイパスに設定されている場合は、出力レベ
ルの調整は各チャンネルのマスター・コントロールで行うようにしてください。またエフェクトを使用しない状態でループイ
ンにする際はセンド・レベルつまみを必ず12:00（センター位置）にセットするようにしてください。（ループインの状態でセン
ド・レベルを12:00以下に絞り込んだ場合、センド＆リターンでのゲインは均一でなくなり、そのためアウトプット出力が減衰
してしまいます。

8.)  MESAの全てのアンプに言えることですが、Lone Starの全てのコントロールは非常にパワフルです。そのためサウンドメ
イキングを行う際は、全てのパラメーターを3：00の位置以下で行うことが望ましいです。より良いサウンドメイキングを行う
ためには、つまみの量を上げることよりも、それぞれのつまみのバランスを取ることが重要となります。またつまみを上げす
ぎないことで、真空管の寿命を長持ちさせ、スピーカーにも余分な負担がかからなくなるので、大切なアンプを末永くお使
いいただくために、正しい用法に従ってサウンドメイキングを行うようにしてください。

9.)  エフェクトループ接続を行う場合、以下の手順に従ってください。
 
 １．二つのチャンネルでのサウンドメイキングをしっかりと行ってください。

 ２．それぞれのチャンネル同士の音量バランスを均一になるよう、Masterにて調節してください。

 ３．エフェクトループのセンド端子からお手持ちのエフェクトプロセッサーのインプットに接続してください。

 ４．エフェクトプロセッサーのアウトプットから本機のリターン端子に接続してください。

 ５．リアパネルのループスイッチをアクティブ(LOOP IN)の状態にしてください。

 ６．エフェクトプロセッサーの入力レベルをユニティーゲイン（０ｄB ）に絞ってください。

 ７．エフェクトプロセッサーの入力ゲインが最適になるよう、エフェクトセンドつまみで調整を行ってください。

 ８．演奏ボリュームが最適になるよう本機フロントパネルのOUTPUTコントロールでボリューム調整を行って
 ください。

役立つヒント：

概要（続き）：
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